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IPv4アドレス在庫枯渇

• 対応策検討 – 次々とプロジェクトが始動。検討途上
– 総務省「インターネットの円滑なIPv6移行に関する調査研究会」

– JPNICのIPv4アドレス在庫枯渇対応に関する検討

– IPv6協議会のIPv4/IPv6共存ワーキンググループ

• 時期が明確に

– 2011年(Huston, JPNIC)

– ～2013年（総務省研究会モデレートモデル）

• 対応策は３つ

① やっぱり調達

② IPv4＋NAT

③ IPv6
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対応策の問題点 – 一致した見解は

① やっぱり調達
– 回収再分配・取引ともに実現不透明

② プライベートIPv4アドレス＋NAT
– サーバへの適用困難，NATスケーラビリティ

③ IPv6
– 技術的課題，導入における課題は多いものの、

– 唯一永続的に頼れる対応策

– 会場でも大半の方がこうお考え

• いずれの対応策も相当コストが掛かる
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IPv6だとして、課題は？

• お金が掛かる

– いつまでに対応が必要なのかはっきりしない

– お客さんリアリティがなく、信じてくれない

– ソリューションを提供しようにもエンジニアのスキルが足らない

• IPv6を触って覚える環境が少ない

• 重要なこと：情報提供や啓発による、問題認識や対応必要
性認識の浸透

• 検討成果ご注視下さい
– 総務省研究会 – 3月に報告書発表予定
– JPNIC – 12月7日に報告書公表・発表
– IPv6協議会IPv4/IPv6共存WG – 3月に報告書発表予定
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W3:第13回JPNICオープンポリシーミーティング
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情報提供発表 – Informational 

• JPNICでのポリシー対応状況(JPNIC)
• ip-users ML アーカイブ設置提案 その後の報告 (中川あきら/ポリ
シーWG・KDDI)

• 歴史的 IPv4 アドレス回収に関する状況報告 （佐藤香奈枝/JPNIC)
• IPv4アドレス枯渇に関するポリシー動向のご紹介 （奥谷 泉/JPNIC）
• 世界のポリシー関係状況アップデート （奥谷 泉/JPNIC）
• IPアドレス検討委員会報告 (吉田 友哉/IPアドレス検討委員会委員
長)

• JPNIC審議申請に関するアンケートの集計結果 （塚本　彰/JPNIC
　IPアドレス検討委員会・審議申請アンケートWG）

• JPNIC認証局と経路情報の登録機構について (木村 泰司/JPNIC)
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提案 – proposal など

• 最後のAPNICアドレスプールの分配について
– 中村 秀治/JPNIC IPv4アドレス枯渇期ポリシー検討専門家チーム

• [提案] AP地域LIR共同利用IPv4アドレス空間の新設
– 新延 史郎/NTT

• [提案] IPv6 name server 運用の問題と対策
– 廣海 緑里/株式会社インテック・ネットコア

• コンセンサス確認/まとめ
• 藤崎 智宏/ポリシーWG チェア

– AP地域LIR共同利用IPv4アドレス空間
• コンセンサス

– IPv6ネームサーバ運用：
• ポリシーWGと発表者で今後の検討体制を考える


